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２００８―２００９年度  会長 秋 田 政 夫   幹事 染 谷 正 美 
創立 １９６３年９月２５日 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫     ≪事 務 所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790    〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3F        釜久ビル 3F 

毎週 水曜日 12:30～13:30  ☎ 0297-22-1251   ℡0297-30-0875  Fax0297-30-0876 

E-mail   mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

URL    http://www.mitukaido-rc.jp/ 
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2008 年 10月 1日（水）例会プログラム            表紙 花の説明 

点鐘     

君が代・ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

会長挨拶 

職業奉仕月間に因んで 

熊谷 昇職業奉仕委員長  
 

例会報告   Vol.４６  No.１１（No.2172）  ９月 24日（水）晴れ   (司会北村英明委員長） 

本例会での主な事項 

◇会長挨拶 秋田政夫会長  ◇外部卓話 米山奨学生 洪 シウォンさん    

                                

ビ ジ タ ー 

米山奨学生 洪 シウォンさん 

 

表 彰  マルチプル・ポールハリスフェロー 

 

山崎善市会員     福田克比古会員      松村仁寿会員       皆葉瑞男会員 

 

幹 事 報 告  （染谷正美幹事） 

週報受理クラブ 水戸ＲＣ、水戸西ＲＣ、水戸東ＲＣ 

例会変更クラブ なし 
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会 長 挨 拶  秋田政夫会長 

こんにちは。暑さ、寒さも彼岸までと言いますが、朝夕めっきり涼しくなって

まいりました。これから本格的な秋の季節を迎え、秋の寂しさを感じる人、

あるいは秋の喜びを感じる人、また様々な秋を表現する諺の中で「天高く

馬肥ゆる秋」「食欲の秋」がありますが、今、日本の社会に不安を投げかけ

ている大変大きな食の問題「汚染された食用としての工業用事故米の偽り、

転売」が連日報道されています。食料の６０％を輸入に頼り、カロリーベー

スで食料自給率３９％の日本の現状は「食の安全」について真剣に国民が

関心をもち、農業の振興による「地産地消」の確立、促進を図っていかなけ

ればこの食への不安は解消されません。今年、５月に農水省による「食料

の未来を描く戦略会議」が開催されました。そして、国民へのメッセージとして「食料の未来を確かなものにす

るために」のガイドラインが提示されました。すなわち、食料をめぐる諸事情等に対する国民の共通認識の醸

成を図り、消費者、生産者、事業者、行政機関による食料、農業、農村に関する課題への取り組みを促進す

ることで提示されたばかりの衝撃的な今回の出来事、事件となりました。 

そして、またその戦略会議のいくつかの決定事項は次のとおりです。 

１．国際的な食料事情を踏まえた食料安全保障の確保。 

２．国内における食料供給力の強化を図ること。 

３．食料供給コストを平成１７年から５年で２割縮減。 

４．消費者の信頼と食品の安全の確保にむけた取り組みとして、平成２２年までに７割以上の中小食品事業

者において企業行動規範を策定すること。 

５．農林水産物、食品の輸出額を平成２５年までに１兆円に拡大する。 

６．平成２３年までにおおむねすべての主要産地（約２０００産地）においてＧＡＰ（農業生産工程管理手法），

ＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点手法）主に畜産分野において導入推進し、生産から食卓までの食費音の安

全を確保すること。 

７．食育の一環として、ご飯に関する正しい知識の普及により、コメを中心とする食生活の実践を推進するこ

と。 

８．地方再生に向けた農山漁村活性化対策の展開による地域、都市住民、ＮＰＯ、企業等の多様な協働によ

り、祭りや伝統文化の保全、復活、魅力ある地域固有の景観づくり、小学生を対象に農山漁村での長期宿泊

体験プロジクトの推進。 

９．国産バイオ燃料の大幅な生産拡大、平成23年までに国産バイオ燃料５万ｋｌ生産する。また、技術開発に

より２０３０年頃までには６００万ｋｌの生産の可能をめざす。 

10 ．農林水産業と食品産業等の連携強化。すなわち、農商工連携の積極的推進を図ること。 

11．農業に関する国際交渉等への戦略的な対応。すなわちＷＴＯ農業交渉への取り組み策、 

12．国内生産、農林水産物、食品の輸出促進。 

13．消費者の信頼の確保。内閣府、公正取引委員会、警察庁、厚生労働省、農林水産省により構成する食

品表示連絡会議（国レベル）や関係都道府県機関と国の機関による食品表示監視協議会を通じて連携を図

ること。 

14．意欲と能力のある農業担い手の育成を図ること。すなわち、個人、個人の農業生産から大規模化された

集落営農や集約農業への転換により、生産性の向上図ること。いづれにしても食の安心安全は、食料、農産

物生産の海外依存体質からの脱却を図り、先ずは自給率を上げることが先決ではないでしょうか。 
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外 部 卓 話      米山奨学生 洪 シウォンさん 

 

出 席 報 告 （青木清人副委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５１名 ３７名 １４名 ０名 ４名 ７２．５５％ 

 

ニコニコボックス（横山 修ＳＡＡ）                  入金計 ￥12,000   累計 ￥678,000  

洪 シウォンさん、本日卓話宜しくお願いします。  北村（英）・横山 各会員 

例会欠席が続きました。久し振りの出席で「新入会員」の時の気持ちを思い出しました。１００％例会出席表彰 

穂戸田会員 

先週、欠席申し訳ありません。  鈴木（勝）会員 

 

会 報 委 員 会   青 木 正 弘 委 員 長   須藤義定副委員長 


